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令和７年度 第１回久留米市立図書館協議会 会議録 

 

  日  時  令和７年８月１２日（火）午前１０時３０分～１２時００分 

  会  場  久留米市立中央図書館 ３階会議室 

  出席者  藤林会長、梅野副会長、井上委員、鳥越委員、稲益委員、高山委員、塚本委員、 

永利委員、百鳥委員、太郎丸委員、 

（欠席者：友野委員、池田委員、江頭委員、永松委員、富田委員、菊池委員、） 

  事務局  井手館長、白谷主幹、臼井司書主幹、田中補佐、前田補佐、有田主査、深川主査、 

内藤 

  次 第 

１ 開会 

２ 委員紹介 

３ 会長選出 

４ 議事 

(１)令和６年度 久留米市立図書館実績報告 

・電子図書館の利用状況 

・令和７年度２月１５日～３月３１日「くるめ広域電子図書館」利用アンケート集計 

(２)令和７年度 久留米市立図書館運営方針及び事業スケジュール 

     ・田主丸図書館仮出張所拡張 

(３)第５次久留米市子どもの読書活動推進計画の策定について 

 ・計画策定スケジュール 

 ・アンケート結果報告 

 

   ５ その他 

   ６ 閉会 

 

～ 質 疑 応 答 ～ 

議事(２) 令和７年度久留米市立図書館運営方針及び事業スケジュール 

委 員：①久留米市立図書館の運営方針の中に読書バリアフリー法の読書サービスの推進を行うとあ 

るが、国では読書バリアフリー法に基づいて読書推進計画が策定されている。現状、都道

府県、政令指定都市・中核市は各自治体で作るように通知が来ていると思うが、具体的に

は読書バリアフリーの推進計画を立てる予定はあるのか。 

      ②そよ風ホール内の田主丸図書館の復旧予定について伺いたい。 

 

事務局：①現状、計画は策定していない。中核市の策定の状況について毎年国の方から調査がある。

直近では昨年の２月１日現在の調査状況になるが、この中で策定済みは２０％を切ってい

る。策定の検討・策定予定・策定済みがどのような形態で作成しているのかの内訳は障害

者計画と一体として作るというのが主となっているので、障害者福祉課と打ち合わせをし
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て次の障害者計画に入れ込むように調整している。 

     ②今年度、復旧にむけて設計をしている。来年度が工事の予定と聞いている。図書館復旧の 

進捗は、そよ風ホールの全体的な復旧と同じになる。 

 

議事(３) 第５次久留米市子どもの読書活動推進計画の策定について 

委 員：電子書籍を「本を読む」の中に入れなかった理由を教えてほしい。 

事務局：アンケートは電子書籍を含め、本を読んだのか回答してもらうようにした。 

委 員：資料を見ると P２に不読率が載っているが、高校生 18.5％と言うのは、P４の「本を読むの 

が好き・どちらかと言うとすき」の 0冊の 7.2%(89人)と P6「本を読むのが嫌い・どちらか 

というと嫌い」の 0冊の 11.2%(138人)でこちらを足して 18.5％を出していると思う。しか 

し、P13の「本を読むのが好き・どちらかというと好き」のところで電子書籍の利用割合を 

見たときに「よく読む」と「たまに読む」で 15.7%と 42.7%が出ていると思う。これらの数 

字を含めると不読率の数字は変わってくるのではないか。「本を読む」に電子書籍を入れて 

いないのであれば、理由を聞きたい。 

事務局：実際に今年の 5月に 1ヵ月の読書量を尋ねている。その中で紙の本、電子書籍の本を含め

て何冊読んだのかを質問をした。「電子書籍を読みますか」という質問は５月の 1ヵ月に

関わらず、一般的に電子書籍を読んだのかを聞いた。 

委 員：例えばアンケートを回答した方が、「よく読む」「たまに読む」と回答していても、５月に 

たまたま読んでいなかったら 0冊になるのか。 

事務局：そうなる。 

委 員：「よく読む」の頻度は個人の主観になるのか。 

事務局：そうなる。 

委 員：電子書籍の流通で漫画が飛びぬけて多いこともある。今後は電子書籍で読まれているもの 

のジャンルも紙と電子で比較をして調査をすると不読率の傾向も見えてくるのでないか。 

(要望) 

委 員：文部科学省の方で図書館と学校図書館の今後の在り方検討委員会が行われており、現在 5 

回開催されている。来年度に入って新しく、学校図書館の基準や子ども読書推進企画など

が見直されると聞いている。次の会議にでも、「久留米市子どもの読書活動推進計画」と関

連した全国的な資料などを合わせて出していただけると各委員の活発な意見が期待でき

ると思う。 

事務局：了承 

委 員：P1の対象の高校については市立高校のみ(県立や私立は含まない)を対象にしているのか。 

難しいかもしれないが、久留米市の高校生というならば範囲を広げて調査をしてほしい。

高校のカリキュラムや設置してある図書館の環境によって不読率は変わってくると思う。 

事務局：高校は市立高校 2 校だけ調査をした。今回 5 回目となる調査だが、これまでも高校をどこ

まで広げるかの検討はしてきた。市外からも生徒は通ってきているので、その点を踏まえて

市立の 2 校に限定をしている。また、これまで行ってきたアンケート結果の推移を比較し

ていくため、アンケートの内容は変更していない。しかし、前回の調査から「インターネッ

トをどのくらい使っているか」など項目は増やしている。 


